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改    正    後 改    正    前 

「電算関係税関業務事務処理要領」（税関手続関連 共通編） -共通手続- 

 

第１章 （省略） 

第２章 共通事項 

第１節から第 10 節まで （省略） 

第 11 節 移出輸入申告及び総保出輸入申告（原料課税扱い）手続 

システムを使用して保税作業による製品の移出輸入申告又は総保出輸入申告（以下この節において「移出

輸入申告（原料課税）」という。）を行う場合は、この節の定めるところによる。 

ただし、下表におけるシステム処理対象外の条件に該当する場合は、システムを使用した申告が行えない

ことから、書面により申告する。 

また、移入又は総保入した貨物を保税作業することなく、そのまま移出輸入申告（原料課税）を行う場合

は、税関手続関連（海上編又は航空編）-通関関係手続-第１章第１節（輸入申告手続）による。 

＜移出輸入申告（原料課税）システム処理対象外＞ （省略） 

【移出輸入申告（原料課税）の流れ】 （省略） 

１ 移出輸入申告（原料課税）事項の登録 

(1) 移出輸入申告（原料課税）事項の登録 

移出輸入申告（原料課税）を行う者又はその代理人である通関業者（以下この節において「通関業者

等」という。）は、「石油製品等移出（総保出）輸入申告」業務（業務コード：ＭＷＣ）の前に、「石油

製品等移出（総保出）輸入申告事項登録」業務（業務コード：ＭＷＡ）を利用して、次の事項を入力し

送信する。 

なお、当該通関業者等により、あらかじめ「申告可能者登録」業務（業務コード：ＵＫＹ）又は「申

告可能者登録（強制入力）」業務（業務コード：ＵＫＹ１２）によって申告可能者として登録されてい

る通関業者等（以下この節において「登録済申告可能者」という。）であれば、後記２（移出輸入申告

（原料課税）事項の訂正）による訂正、又は後記３（移出輸入申告（原料課税））による移出輸入申告

（原料課税）のシステムへの登録を実施することができる。 

登録した移出輸入申告（原料課税）事項については、後記２（移出輸入申告（原料課税）事項の訂

正）により、「石油製品等移出（総保出）輸入申告」業務（業務コード：ＭＷＣ）を実施するまでの

間、任意に訂正することができる。 

［１］から［35］まで （省略） 

［36］運送場所識別（「運送場所識別＊」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

貨物の運送先が輸入者の住所と同じである場合 Ｃ 

貨物の運送先が輸入の許可を受けるために当該貨物を入れる保税地域

（他所蔵置場所を除く。）と同じである場合 
Ｈ 

貨物の運送先が当該貨物の運送契約において定められていない場合 Ｎ 

貨物の運送先が輸入者の住所以外に１箇所ある場合 Ｔ 

貨物の運送先が輸入者の住所以外に複数箇所ある場合 Ｍ 

（注） 

① 運送先とは、輸入しようとする貨物に係る運送契約において、輸入の許可がされた後に運送

される場所として定められているものをいう。なお、一の貨物について経由地を含めて２以上

の運送される場所がある場合には、最後に運送される場所を当該貨物の運送先とする。以下こ

の節において同じ。 

② 「Ｍ」を入力した場合、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先のうち、主たる貨物の運送

先に係る所在地及び名称等を後記項番 37 から 44の項目に入力し、その他の運送先について

は、後記３(3)（移出輸入申告（原料課税）に係る運送先一覧表及び関係書類等の提出）によ

り提出を行う。 

［37］運送場所の所在地（郵便番号）（「所在地」欄上段左） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る郵便番号

を入力する（区切り符号は入力しない。）。 

「電算関係税関業務事務処理要領」（税関手続関連 共通編） -共通手続- 

 

第１章 （同左） 

第２章 共通事項 

第１節から第 10 節まで （同左） 

第 11 節 移出輸入申告及び総保出輸入申告（原料課税扱い）手続 

システムを使用して保税作業による製品の移出輸入申告又は総保出輸入申告（以下この節において「移出

輸入申告（原料課税）」という。）を行う場合は、この節の定めるところによる。 

ただし、下表におけるシステム処理対象外の条件に該当する場合は、システムを使用した申告が行えない

ことから、書面により申告する。 

また、移入又は総保入した貨物を保税作業することなく、そのまま移出輸入申告（原料課税）を行う場合

は、税関手続関連（海上編又は航空編）-通関関係手続-第１章第１節（輸入申告手続）による。 

＜移出輸入申告（原料課税）システム処理対象外＞ （同左） 

【移出輸入申告（原料課税）の流れ】 （同左） 

１ 移出輸入申告（原料課税）事項の登録 

(1) 移出輸入申告（原料課税）事項の登録 

移出輸入申告（原料課税）を行う者又はその代理人である通関業者（以下この節において「通関業者

等」という。）は、「石油製品等移出（総保出）輸入申告」業務（業務コード：ＭＷＣ）の前に、「石油

製品等移出（総保出）輸入申告事項登録」業務（業務コード：ＭＷＡ）を利用して、次の事項を入力し

送信する。 

なお、当該通関業者等により、あらかじめ「申告可能者登録」業務（業務コード：ＵＫＹ）又は「申

告可能者登録（強制入力）」業務（業務コード：ＵＫＹ１２）によって申告可能者として登録されてい

る通関業者等（以下この節において「登録済申告可能者」という。）であれば、後記２（移出輸入申告

（原料課税）事項の訂正）による訂正、又は後記３（移出輸入申告（原料課税））による移出輸入申告

（原料課税）のシステムへの登録を実施することができる。 

登録した移出輸入申告（原料課税）事項については、後記２（移出輸入申告（原料課税）事項の訂

正）により、「石油製品等移出（総保出）輸入申告」業務（業務コード：ＭＷＣ）を実施するまでの

間、任意に訂正することができる。 

［１］から［35］まで （同左） 

［36］運送場所識別（「運送場所識別＊」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

貨物の運送先が輸入者の住所と同じである場合 Ｃ 

（新規） （新規） 

貨物の運送先が当該貨物の運送契約において定められていない場合 Ｎ 

貨物の運送先が輸入者の住所以外に１箇所ある場合 Ｔ 

貨物の運送先が輸入者の住所以外に複数箇所ある場合 Ｍ 

（注） 

① 運送先とは、輸入しようとする貨物に係る運送契約において、輸入の許可がされた後に運送

される場所として定められているものをいう。なお、一の貨物について経由地を含めて２以上

の運送される場所がある場合には、最後に運送される場所を当該貨物の運送先とする。以下こ

の節において同じ。 

② 「Ｍ」を入力した場合、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先のうち、主たる貨物の運送

先に係る所在地及び名称等を後記項番 37 から 44の項目に入力し、その他の運送先について

は、後記３(3)（移出輸入申告（原料課税）に係る運送先一覧表及び関係書類等の提出）によ

り提出を行う。 

［37］運送場所の所在地（郵便番号）（「所在地」欄上段左） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る郵便番号

を入力する（区切り符号は入力しない。）。 
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② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る郵便番号を入力する（区切り符号は入力しない。）。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」又は「Ｈ」を入力した場合は、入力不要。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

※ 以下［38］から［41］までの項目の具体的な入力例については、税関手続関連（海上編又は航空

編）-通関関係手続-第１章第１節別紙６（住所の入力方法）を参照すること。 

［38］運送場所の所在地１（都道府県名）（「所在地」欄上段中） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る住所（都

道府県）を必須入力する。 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る住所（都道府県）を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 11「住所 1

（都道府県）」と同じ内容であること。）。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｈ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 23「通関予

定蔵置場コード（「蔵置場所＊」欄）」に入力した保税地域に係る住所（都道府県）を入力す

る。）。 

⑤ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［39］運送場所の所在地２（市区町村（行政区名））（「所在地」欄上段右） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る住所（市

区町村（行政区名））を必須入力する 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る住所（市区町村（行政区名））を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 12「住所２

(市区町村(行政区名))」と同じ内容であること。）。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｈ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 23「通関予

定蔵置場コード（「蔵置場所＊」欄）」に入力した保税地域に係る住所（市区町村（行政区

名））を入力する。）。 

⑤ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［40］運送場所の所在地３（町域名・番地）（「所在地」欄中段） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る住所（町

域名及び番地）を必須入力する 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る住所（町域名及び番地）を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 13「住所３

（町域名及び番地）」と同じ内容であること。）。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｈ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 23「通関予

定蔵置場コード（「蔵置場所＊」欄）」に入力した保税地域に係る住所（町域名及び番地）を入

力する。）。 

⑤ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［41］運送場所の所在地４（ビル名ほか）（「所在地」欄下段） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」又は「Ｍ」を入力した場合で、「所在地」欄中段のみでは運送先

に係る住所（町域名及び番地）を全て入力することができないときは、本欄に続けて運送先に

係る住所（ビル名等）を入力する。 

② 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 14「住所４

(ビル名ほか)」と同じ内容であること。）。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｈ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 23「通関予

定蔵置場コード（「蔵置場所＊」欄）」に入力した保税地域に係る住所（ビル名等）を入力す

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る郵便番号を入力する（区切り符号は入力しない。）。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

※ 以下［38］から［41］までの項目の具体的な入力例については、税関手続関連（海上編又は航空

編）-通関関係手続-第１章第１節別紙６（住所の入力方法）を参照すること。 

［38］運送場所の所在地１（都道府県名）（「所在地」欄上段中） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る住所（都

道府県）を必須入力する。 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る住所（都道府県）を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 11「住所 1

（都道府県）」と同じ内容であること。）。 

（新規） 

 

 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［39］運送場所の所在地２（市区町村（行政区名））（「所在地」欄上段右） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る住所（市

区町村（行政区名））を必須入力する 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る住所（市区町村（行政区名））を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 12「住所２

(市区町村(行政区名))」と同じ内容であること。）。 

（新規） 

 

 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［40］運送場所の所在地３（町域名・番地）（「所在地」欄中段） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る住所（町

域名及び番地）を必須入力する 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る住所（町域名及び番地）を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 13「住所３

（町域名及び番地）」と同じ内容であること。）。 

（新規） 

 

 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［41］運送場所の所在地４（ビル名ほか）（「所在地」欄下段） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」又は「Ｍ」を入力した場合で、「所在地」欄中段のみでは運送先

に係る住所（町域名及び番地）を全て入力することができないときは、本欄に続けて運送先に

係る住所（ビル名等）を入力する。 

② 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 14「住所４

(ビル名ほか)」と同じ内容であること。）。 

（新規） 
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る。）。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［42］名称等識別（「名称等」欄左） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」又は「Ｍ」を入力した場合は、次の区分に応じたコードを必須

入力する。 

区 分 コード 

「名称等」欄右に「運送先の場所の名称」を入力する場合 １ 

「名称等」欄右に「運送先において貨物の引渡しを受ける者の氏名又

は名称」を入力する場合 
２ 

② 「運送場所識別」欄に「Ｃ」又は「Ｈ」を入力した場合は、入力不要。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［43］運送場所の名称等（「名称等」欄右） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

①「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る名称等を必

須入力する。 

②「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先のう

ち、主たる貨物の運送先に係る名称等を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番９「輸入者

名」と同じ内容であること。）。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｈ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番 23「通関予

定蔵置場コード（「蔵置場所＊」欄）」に入力した保税地域に係る名称を入力する。）。 

⑤ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［44］輸入者電話番号（「電話」欄） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る電話番号

を入力する。 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る電話番号を入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」又は「Ｈ」を入力した場合は、入力不要。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［45］から［88］まで （省略） 

(2) （省略） 

２から５まで （省略） 

第 12 節から第 15 節まで （省略） 

 第 16 節 通関関係書類の電子ファイルによる提出 

システムを使用した次の手続について、「輸入申告に係る運送先一覧表」（税関様式Ｃ第 5021 号、第 5022 号

又は第 5023 号）（以下この節において「運送先一覧表」という。）及び通関関係書類を電子ファイルで提出す

る場合は、この節の定めるところによる。 

（輸入関係手続） （省略） 

（輸出関係手続） （省略） 

１ 総括事項 

(1) （省略） 

(2) 対象の審査区分 

電子ファイルによる提出の対象となる申告等の審査区分は原則、次のとおりである。 

イ 「３」（検査扱い） 

ロ 「２」（書類審査扱い） 

ハ 「１」（簡易審査扱い）であって、「区分」欄に「Ｙ」（書類提出要）、「Ｌ」（運送先一覧表のみ提出

要）又は「Ｇ」（原紙提出）と表示されている場合 

 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［42］名称等識別（「名称等」欄左） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」又は「Ｍ」を入力した場合は、次の区分に応じたコードを必須

入力する。 

区 分 コード 

「名称等」欄右に「運送先の場所の名称」を入力する場合 １ 

「名称等」欄右に「運送先において貨物の引渡しを受ける者の氏名又

は名称」を入力する場合 
２ 

② 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［43］運送場所の名称等（「名称等」欄右） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

①「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る名称等を必

須入力する。 

②「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先のう

ち、主たる貨物の運送先に係る名称等を必須入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要（入力する場合、項番９「輸入者

名」と同じ内容であること。）。 

（新規） 

 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［44］輸入者電話番号（「電話」欄） 

「運送場所識別＊」欄の入力内容により、以下のとおり入力する。 

① 「運送場所識別」欄に「Ｔ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の運送先に係る電話番号

を入力する。 

② 「運送場所識別」欄に「Ｍ」を入力した場合は、輸入者の住所以外の複数箇所ある運送先の

うち、主たる貨物の運送先に係る電話番号を入力する。 

③ 「運送場所識別」欄に「Ｃ」を入力した場合は、入力不要。 

④ 「運送場所識別」欄に「Ｎ」を入力した場合は、入力不可。 

［45］から［88］まで （同左） 

(2) （同左） 

２から５まで （同左） 

第 12 節から第 15 節まで （同左） 

 第 16 節 通関関係書類の電子ファイルによる提出 

システムを使用した次の手続について、「輸入申告に係る運送先一覧表」（税関様式Ｃ第 5021 号、第 5022 号

又は第 5023 号）（以下この節において「運送先一覧表」という。）及び通関関係書類を電子ファイルで提出す

る場合は、この節の定めるところによる。 

（輸入関係手続） （同左） 

（輸出関係手続） （同左） 

１ 総括事項 

(1) （同左） 

(2) 対象の審査区分 

電子ファイルによる提出の対象となる申告等の審査区分は原則、次のとおりである。 

イ 「３」（検査扱い） 

ロ 「２」（書類審査扱い） 

ハ 「１」（簡易審査扱い）であって、「区分」欄に「Ｙ」（書類提出要）又は「Ｇ」（原紙提出）と表示

されている場合 
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改    正    後 改    正    前 

なお、「本船・ふ中扱い承認申請」業務（業務コード：ＨＦＣ等）及び「機用品蔵入等承認申請」業

務（業務コード：ＣＴＣ）による承認申請では、「Ｙ」（書類提出要）と表示されていなくても添付登録

可能。 

また、「一括特例申告」業務（業務コード：ＴＫＣ０１）、「修正申告」業務（業務コード：ＡＭＣ）、

「関税等更正請求」業務（業務コード：ＫＫＣ）、「輸出取止め再輸入申告・特例輸出貨物の輸出許可取

消申請」業務（業務コード：ＥＥＣ）、「減免戻し税等明細書登録」業務（業務コード：ＧＫＡ）、「包括

評価」業務（業務コード：ＨＯＣ）及び「石油石炭税納税申告」業務（業務コード：ＯＣＣ）について

は、審査区分がないため、全ての申告等で添付登録が可能。 

(3)及び(4) （省略） 

２から４まで （省略） 

 第 17 節から第 30節まで （省略） 

第３章 （省略） 

第４章 照会関係手続 

システムを使用した手続き等の内容等を照会する場合は、この章の定めるところによる。 

第１節及び第２節 （省略） 

第３節 通関関係照会手続 

１から 31まで （省略） 

［付表３－１－１］から［付表３－３－１］まで （省略） 

［付表３－４－１］ＩＩＤ「輸入申告等照会情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

７ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

 Ｈ 本船検査 

 Ｖ ふ中検査 

４桁目 

 Ｔ 審査時に原紙提出要 

 Ｇ 許可時に原紙提出要 

 Ｍ ＴとＧが混在 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

なお、「本船・ふ中扱い承認申請」業務（業務コード：ＨＦＣ等）及び「機用品蔵入等承認申請」業

務（業務コード：ＣＴＣ）による承認申請では、「Ｙ」（書類提出要）と表示されていなくても添付登録

可能。 

また、「一括特例申告」業務（業務コード：ＴＫＣ０１）、「修正申告」業務（業務コード：ＡＭＣ）、

「関税等更正請求」業務（業務コード：ＫＫＣ）、「輸出取止め再輸入申告・特例輸出貨物の輸出許可取

消申請」業務（業務コード：ＥＥＣ）、「減免戻し税等明細書登録」業務（業務コード：ＧＫＡ）、「包括

評価」業務（業務コード：ＨＯＣ）及び「石油石炭税納税申告」業務（業務コード：ＯＣＣ）について

は、審査区分がないため、全ての申告等で添付登録が可能。 

(3)及び(4) （同左） 

２から４まで （同左） 

 第 17 節から第 30節まで （同左） 

第３章 （同左） 

第４章 照会関係手続 

システムを使用した手続き等の内容等を照会する場合は、この章の定めるところによる。 

第１節及び第２節 （同左） 

第３節 通関関係照会手続 

１から 31まで （同左） 

［付表３－１－１］から［付表３－３－１］まで （同左） 

［付表３－４－１］ＩＩＤ「輸入申告等照会情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

７ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

 Ｈ 本船検査 

 Ｖ ふ中検査 

４桁目 

 Ｔ 審査時に原紙提出要 

 Ｇ 許可時に原紙提出要 

 Ｍ ＴとＧが混在 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 
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改    正    後 改    正    前 

 Ｌ 
運送先一覧表のみ提出要（区

分１のみ） 

（省略） 

67 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

Ｈ 

貨物の運送先が輸入の許可を

受けるために当該貨物を入れ

る保税地域（他所蔵置場所を

除く。）と同じである場合 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（省略） 

＜欄部＞ （省略） 

 

［付表３－４－２］ＩＩＤ「輸入申告等照会（輸出入者用）情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

７ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

 Ｈ 本船検査 

 Ｖ ふ中検査 

４桁目 

 Ｔ 審査時に原紙提出要 

 （新規） （新規） 

（同左） 

67 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

（新規） （新規） 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（同左） 

＜欄部＞ （同左） 

 

［付表３－４－２］ＩＩＤ「輸入申告等照会（輸出入者用）情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

７ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

 Ｈ 本船検査 

 Ｖ ふ中検査 

４桁目 

 Ｔ 審査時に原紙提出要 
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改    正    後 改    正    前 

 Ｇ 許可時に原紙提出要 

 Ｍ ＴとＧが混在 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

 Ｌ 
運送先一覧表のみ提出要

（区分１のみ） 

（省略） 

66 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住

所と同じである場合 

Ｈ 

貨物の運送先が輸入の許可

を受けるために当該貨物を

入れる保税地域（他所蔵置

場所を除く。）と同じであ

る場合 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の

運送契約において定められ

ていない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に複数箇所ある場合 

（省略） 

＜欄部＞ （省略） 

 

［付表３－４－３］ＩＩＤ「輸入（引取）申告照会情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

１ 代表税番／左 代表税番   

７ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

 Ｈ 本船検査 

 Ｇ 許可時に原紙提出要 

 Ｍ ＴとＧが混在 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

 （新規） （新規） 

（同左） 

66 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住

所と同じである場合 

（新規） （新規） 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の

運送契約において定められ

ていない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に複数箇所ある場合 

（同左） 

＜欄部＞ （同左） 

 

［付表３－４－３］ＩＩＤ「輸入（引取）申告照会情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

１ 代表税番／左 代表税番   

７ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

 Ｈ 本船検査 
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改    正    後 改    正    前 

 Ｖ ふ中検査 

４桁目 

 Ｔ 審査時に原紙提出要 

 Ｇ 許可時に原紙提出要 

 Ｍ ＴとＧが混在 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

 Ｌ 
運送先一覧表のみ提出要（区

分１のみ） 

（省略） 

68 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

Ｈ 

貨物の運送先が輸入の許可を

受けるために当該貨物を入れ

る保税地域（他所蔵置場所を

除く。）と同じである場合 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（省略） 

＜欄部＞ （省略） 

 

［付表３－４－４］及び［付表３－４－５］ （省略） 

［付表３－４－６］ＩＩＤ「石油製品等移出（総保出）輸入申告照会情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

46 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

Ｈ 

貨物の運送先が輸入の許可を

受けるために当該貨物を入れ

る保税地域（他所蔵置場所を

除く。）と同じである場合 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（省略） 

 Ｖ ふ中検査 

４桁目 

 Ｔ 審査時に原紙提出要 

 Ｇ 許可時に原紙提出要 

 Ｍ ＴとＧが混在 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

 （新規） （新規） 

（同左） 

68 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

（新規） （新規） 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（同左） 

＜欄部＞ （同左） 

 

［付表３－４－４］及び［付表３－４－５］ （同左） 

［付表３－４－６］ＩＩＤ「石油製品等移出（総保出）輸入申告照会情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

46 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

（新規） （新規） 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（同左） 
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改    正    後 改    正    前 

＜繰返部＞ （省略） 

 

［付表３－４－７］ＩＩＤ「石油製品等移出（総保出）輸入申告照会（輸出入者用）情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

46 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住

所と同じである場合 

Ｈ 

貨物の運送先が輸入の許可

を受けるために当該貨物を

入れる保税地域（他所蔵置

場所を除く。）と同じであ

る場合 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の

運送契約において定められ

ていない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に複数箇所ある場合 

（省略） 

＜繰返部＞ （省略） 

 

［付表３－４－８］ＩＩＤ「輸入マニフェスト通関申告照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

３ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

４桁目 

 （削除） （削除） 

＜繰返部＞ （同左） 

 

［付表３－４－７］ＩＩＤ「石油製品等移出（総保出）輸入申告照会（輸出入者用）情報」出力事項 

＜共通部＞ 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

46 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住

所と同じである場合 

（新規） （新規） 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の

運送契約において定められ

ていない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住

所以外に複数箇所ある場合 

（同左） 

＜繰返部＞ （同左） 

 

［付表３－４－８］ＩＩＤ「輸入マニフェスト通関申告照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

３ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

４桁目 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 
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改    正    後 改    正    前 

 Ｌ 
運送先一覧表のみ提出要（区

分１のみ） 

（省略） 

73 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

Ｈ 

貨物の運送先が輸入の許可を

受けるために当該貨物を入れ

る保税地域（他所蔵置場所を

除く。）と同じである場合 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（省略） 

 

［付表３－４－９］ （省略） 

［付表３－４－10］ＩＩＤ「海上簡易輸入申告照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

３ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

４桁目 

 （削除） （削除） 

 Ｌ 
運送先一覧表のみ提出要（区

分１のみ） 

（省略） 

 （新規） （新規） 

（同左） 

73 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

（新規） （新規） 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（同左） 

 

［付表３－４－９］ （同左） 

［付表３－４－10］ＩＩＤ「海上簡易輸入申告照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

３ 区分 審査検査区分識別 

・審査検査区分識別が４桁で出力される。 

１桁目 

 ＊ 簡易保留 

 Ｚ 税関届出ダメージ貨物 

 Ｓ 移動差止め貨物 

２桁目 

 １ 簡易審査 

 ２ 書類審査 

 ３ 検査扱い 

３桁目 

 Ｒ 現場検査 

 Ｋ 検査場検査 

 Ｘ 大型Ｘ線検査 

 Ｍ 見本確認 

４桁目 

 Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

 （新規） （新規） 

（同左） 
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改    正    後 改    正    前 

75 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

Ｈ 

貨物の運送先が輸入の許可を

受けるために当該貨物を入れ

る保税地域（他所蔵置場所を

除く。）と同じである場合 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（省略） 

 

［付表３－５－１］ＩＤＩ「輸入申告等一覧照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

７ 区分 審査区分識別 

４桁目 

 

Ｔ 審査時に原紙提出要 

Ｇ 許可時に原紙提出要 

Ｍ ＴとＧが混在 

Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

Ｌ 
運送先一覧表のみ提出要（区

分１のみ） 

（省略） 

 

［付表３－６－１］から［付表３－28－１］まで （省略） 

［付表３－29－１］ＩＨＯ「包括評価申告照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（省略） 

15 輸入者/左 輸入者コード 
輸出入者コード 

法人番号 
（削除） 

（省略） 

 

［付表３－30－１］から［付表３－31－１］まで （省略） 

第４節から第７節まで （省略） 

75 運送場所識別 運送場所識別 

Ｃ 
貨物の運送先が輸入者の住所

と同じである場合 

（新規） （新規） 

Ｎ 

貨物の運送先が当該貨物の運

送契約において定められてい

ない場合 

Ｔ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に１箇所ある場合 

Ｍ 
貨物の運送先が輸入者の住所

以外に複数箇所ある場合 

（同左） 

 

［付表３－５－１］ＩＤＩ「輸入申告等一覧照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

７ 区分 審査区分識別 

４桁目 

 

Ｔ 審査時に原紙提出要 

Ｇ 許可時に原紙提出要 

Ｍ ＴとＧが混在 

Ｙ 書類提出要（区分１のみ） 

（新規） （新規） 

（同左） 

 

［付表３－６－１］から［付表３－28－１］まで （同左） 

［付表３－29－１］ＩＨＯ「包括評価申告照会情報」出力事項 

項

番 
画面欄名 出力項目 出力コード 内容・出力条件 

（同左） 

15 輸入者/左 輸入者コード （輸出入者コード） 

（１）法人番号を有する輸出

入者コードとしてシステム

に登録されている輸出入者

コードを入力した場合、法

人番号が出力される。 

（２）上記以外の場合、入力

された輸出入者コード又は

法人番号が出力される。 

（同左） 

 

［付表３－30－１］から［付表３－31－１］まで （同左） 

第４節から第７節まで （同左） 

 


